
 

令和元年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業） 

「国土強靭化計画をふまえ、地域の実情に応じた災害医療提供体制に関する研究」 

 

分担研究報告書 

「DMAT／DPAT隊員のメンタルヘルスチェックシステムに関する研究」 

 

研究分担者  西 大輔 （東京大学大学院医学系研究科精神保健学分野 准教授） 

 

研究要旨 

DMAT／DPAT先遣隊隊員のメンタルヘルスの状態を平時からチェックするシステムの構

築すること等を目的に、2020年 1月 29日から隊員を対象にした調査を開始した。また新

型コロナウイルスに関連した活動に従事した DMAT／DPAT隊員が相当数いたことから、3

月 11 日より新型コロナウイルスに関連したストレスに焦点を絞った調査も新たに実施

し、救援活動中においてもセルフケアのための十分な時間を確保できること等が重要であ

ることが示唆された。 
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Ａ  研究目的 

DMAT／DPAT隊員も、救援活動に伴うスト

レス等から派遣後にメンタルヘルス不調に

なることがあるため、その予防の観点から、

隊員のメンタルヘルスの状態を平時からチ

ェックするシステムの構築すること、隊員

を継続する意思に影響を与える要因を検討

すること、過去の派遣経験から派遣後のメ

ンタルヘルス不調に影響を与える要因につ

いても検討することを目的に本研究を行っ

た。また、2020年 2月から新型コロナウイ

ルスに関連した活動に従事した DMAT／

DPAT 隊員が相当数いたことから、新型コロ

ナウイルスに関連したストレスの実態を調

べることを目的とした追加調査も実施した。 

 

Ｂ  研究方法 

 2019 年 7月までに、被災地での救援活動

を経験した後に精神的不調をきたした経験

のある元 DMAT 隊員へのヒヤリング等を通

して、本研究で採用すべき調査項目を選定

した。東京大学・災害医療センターでの倫

理委員会から研究計画を承認された後、

2020 年 1月 29日に DMATおよび DPAT（先遣

隊）隊員のメーリングリストに調査の案内

を流し、同意が得られた隊員に質問票に回

答していただいた。また、新型コロナウイ

ルス関連の追加調査に関しては、救援活動

終了後の3月11日から4月2日に実施した。 

 

Ｃ  研究成果 

元隊員へのヒヤリング等から、活動を終

えた後に隊員が所属する医療機関からサポ

ートを得られるかどうかが、隊員のその後

の精神健康に大きな影響を及ぼしている可

能性が示唆された。 

平時の調査に関しては、2020 年 1月 29日

に DMAT／DPAT 先遣隊隊員を対象にメーリ

ングリスト上で調査票を配布した。なお、1

月 29日時点の DMAT隊員の総数ついては

DMAT 事務局に集計を依頼しており集計待

ちの状況であるが、配信状況についてメー

リングリストを管理している NTTデータに



 

照会した結果、9,733名に調査票を配布で

きていた。2月 28日までの本調査の回答数

は、DPAT先遣隊の隊員に関しては 89名（回

答率 19.1%）であったが、DMAT 隊員に関し

ては 426名であり、調査票を配布できた隊

員を母数とした回答率は 4.4%であった（隊

員の総数を仮に 14,000名とし、隊員総数を

母数とした場合の回答率は 3.0%）。 

新型コロナウイルス関連の追加調査に関

しては、新型コロナウイルスの救援活動を

行った DMAT隊員および DPAT隊員 807 名の

うち 414名から回答を得られ、全ての質問

に回答した 311名(回答率 41.0%)を解析対

象者とした。その結果、病院外にて新型コ

ロナウイルスの救援活動を行った DMAT 隊

員および DPAT隊員において身体的および

精神的疲労と周トラウマ期の精神的苦痛が

心的外傷後ストレス障害(PTSD)の症状と関

連することが示された。加えて、DMAT隊員

は DPAT 隊員と比較して PTSD症状との強い

関連が認められた。 

 

Ｄ  考察 

平時の調査の回答率が想定以上に低かっ

た原因として、携帯メールアドレスを日常

的に用いている隊員がメーリングリストの

研究案内を目にしていない可能性や、目に

しても質問紙への回答を煩雑に感じて回答

しなかった可能性がある。また、新型コロ

ナウイルスの感染拡大にともなって業務負

担が増大し、調査に協力する心理的余裕が

なくなった隊員も少なからずいる可能性が

ある。加えて、dmat-allのメーリングリス

トの仕様のため携帯メールアドレスしか登

録のない隊員に調査票を配布できておらず、

全隊員のうち約 4分の 1の隊員に調査票を

配布できていないことが挙げられる。 

新型コロナウイルス関連の追加調査には、

調査票の配布方法として広域災害救急医療

情報システム (EMIS)を使用し概ね全隊員

に調査票を配布することができた。 

新型コロナウイルス関連の追加調査に関

しては、DMAT隊員は DPAT隊員と比較して

PTSD 症状との強い関連が認められ、DMAT

隊員と DPAT隊員の救援活動中の業務内容

を考慮すると救援活動中に感染症を罹患し

ている可能性のある人と身体的な接触をす

ることは PTSD 症状と関連する可能性が示

唆された。また、本研究結果から、COVID-19

等の新興感染症の救援活動を行う医療従事

者においてメンタルヘルスの問題を防止す

るには救援活動中においてもセルフケアの

ための十分な時間を確保できることが重要

であることが示唆された。本研究成果は、

新興感染症の救援活動後に PTSD 症状が強

く現れる危険性が高い救援者の早期発見や、

救援活動後の PTSD予防策の構築に寄与す

ることが期待される。 

 

Ｅ  結論 

2020 年 1月 29日から DMATおよび DPAT

（先遣隊）隊員に平時のメンタルヘルスの

状態をチェックするための調査を開始し、3

月 11日からは新型コロナウイルス関連の

ストレスの実態を調べるための追加調査を

実施した。今後は、前向きコホート研究等

を進めていき、COVID-19の対応を行った医

療従事者のメンタルヘルスの状態やメンタ

ルヘルスの関連要因について長期的な調査

をしていく予定である。 

 

F．健康危険情報 

なし 

 

G.研究発表 

1.  論文発表 

Asaoka H, Koido Y, Kawashima Y, Ikeda M, 

Miyamoto Y, Nishi D. Posttraumatic 

stress symptoms among medical rescue 

workers exposed to COVID-19 in Japan. 

Psychiatry and Clinical Neurosciences. 

（in press）  

 

2.  学会発表 

なし 

 



 

H．知的財産権の出願・登録状況 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


